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寡占化が進む世界のサーモン養殖産業プレイヤー
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Top 10 – Norway H.Q. Top 5 – United 
Kingdom H.Q. Top 5 – North America H.Q. Top 10 – Chille H.Q

1 236,900 65,400 56,500 “New Aquachile” 
(Agrosuper) 141,300

2 Salmar 153,100 The Scottish Salmon Co. 33,800 54,400 Salmones Multiexport 77,600

3 Lerøy Seafood 128,700 Scottish Seafarms 25,900 17,800 71,900

4 73,000 23,400 14,100 65,700

5 57,600 11,300 * Australis Seafood 53,500

6 Nova Sea 46,000 * Camanchaca 48,300

7 Nordiaks 35,000 Salmones Antartica 27,100

8 Sinkaberg-Hansen 30,500 Ventisqueros 25,700

9 Alsker Fjordbruk 30,500 Salmones Blumar 22,800

10 Norway Royal Salmon 30,500 Yadoran 22,500

Top10 821,800 Top 5 159,800 Top 5 142,800 Top 10 556,400

Others 378,300 Others 5,400 Others 5,100 Others 64,800

Total 1,200,100 Total 165,200 Total 147,900 Total 621,200

2019年の実績 単位：トン GWT

出所：Salmon Farming Industry Handbook, Mowi, 2020

https://mowi.com/it/wp-content/uploads/sites/16/2020/06/Mowi-Salmon-Farming-Industry-Handbook-2020.pdf


2010-2019の成長率：77%
年平均成長率：7%

2019-2023Eの成長率：14%
年平均成長率：3%

実は成長が鈍化している？サーモン養殖産業
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世界の実質GDP成長率（2.9%, 
2019）と比較すればサーモン養殖
産業の成長率は堅調と言えるが…

【構造的課題】
 魚粉の供給量低迷
 魚粉価格の高止まり
 チリ産の拡大による市場
価格の低迷

 ライセンス手続きの長期化
 ライセンス費用の増大

【ソリューション】
1. 代替飼料へのシフト
2. 高付加価値へのシフト
3. 大規模化・一貫生産に

よるコスト削減
4. 許認可を得やすい場所へ

それでもサーモンは優れた投資対象
他と比べて短い生育期間＝高い資金回転率 優れた畜肥率（FCR）＝高い投資効果

世界のアトランティックサーモン水揚高

※特にノルウェーにおいては、食用魚介類の養殖生産量の99.5%（131万トン）をアトランティックサーモンが占めている

出所：Salmon Farming Industry Handbook, Mowi, 2020

https://www.mizuho-fg.co.jp/company/activity/onethinktank/pdf/vol019.pdf
https://mowi.com/it/wp-content/uploads/sites/16/2020/06/Mowi-Salmon-Farming-Industry-Handbook-2020.pdf


水産養殖

幼仔魚生産

餌料産業

エンジニアリング

情報・通信技術

金融・保険

加工・流通

資本増強による事業の方向性＝産業の多国籍化・複合化
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設備・施設の大型化

Nordask “Havfarm 1”：全長385メートル、最大
10,000トン（200万尾）のサーモン飼育キャパシ
ティを持つ。二号機の建造にも着手。

Ocean Farming “Ocean Farm 1”：直径180メート
ル、高さ70メートルで300万尾のサーモンを飼育。
良好な初期ロットのサーモン飼育結果。

沖合へ、陸上へ

SalmarのFollafossスモルト施設：23,500立方
メートルのキャパシティは世界最大級。寄生虫
耐性を十分に備えてから海上飼育に移行。

AKVA社 AC850：沖合養殖に不可欠なフィード
バージ。電力と餌の供給拠点であり、オペレー
タに快適な居住性を提供する。

バリューチェーンでの環境性能

Mowi のグローバルトレーサビリティシステ
ム：EVRYTHNG Active Digital Identities（ADI）
を活用して2019年5月からグローバルに展開中。

EY Skyeのブロックチェーン：ドイツSAP社のク
ラウドプラットフォームで実現するサーモンの
トレーサビリティシステムは改ざん不能。



競争優位性獲得に向けた海外サーモン養殖の事業構造
需要の高まりと強化される規制をテコに発展する養殖設備技術開発
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高まる養殖魚介類需要
 世界的な経済成長による購買力増進
 広がる健康志向
 日本食ブーム
 冷凍技術・冷蔵倉庫の普及
 航空輸送の普及

 天然水産資源の枯渇
 国際間の資源をめぐる係争
 （畜産生産能力の鈍化）
 （穀物生産の不透明性 –気候変動）

更なる飛躍
+ブランドの向上

規制の強化／ライセンス
手続の複雑化
 資源保護
 環境保護
 食品安全性
 海域の制約
 環境アセスメント
 地元利害関係者の合意
 イノベーションの推進
 動物保護など

ライセンス手続の長期化
 1年以上~数年

ライセンス費用の高騰
 数億円から十数億円
※イノベーション用の無償
特殊ライセンスの設定

事業持続可能性の向上
 食品安全性
 薬品使用の極小化
 海シラミの害からの防衛

 魚の生存率（動物保護規制観点）
 捕食動物の侵入予防
 捕食動物の保護

 環境適合性
 底質を汚染しない閉鎖型・半閉
鎖型生簀

 人工知能による魚の状態のセン
シングと状態に基づいた適量・
適時の給餌

 水処理設備

生産性・収益率の向上
 高いFCR
 魚粉依存度が低い（植物性由来
の多い）新型の餌

 酸素供給量の拡大：流水量の増
加、ROVによる生簀の藻の除去

 魚の生存率
 ワクチンと施薬装置

 労働環境と効率
 センシングとデジタル化
 人工知能
 リモートオペレーション
 専用船・バージ・自律航行

「所有権の規制から管理の規制へ」
転換する各国の養殖行政

養殖産業：期待される
成長産業となった
ONP 
システム

L B C C - R A S
システム

営業（総）
利益率 38.39% 17.56%

ライセンス費用の高騰でOBPシステ
ムの収益性が下がり、相対的にRAS
が注目される



“サーモン養殖技術の現状 2019”が示す養殖技術の評価
カナダ／ブリティッシュ・コロンビア州政府へ提出されたレポートにおける
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環境インパクト

経済性

社会へのインパクト
 養殖サーモンの流出
 サーモンの疾病
 排水に関する懸念
 化学物質の放出
 野生動物の介入
 水源に関する懸念
 エネルギー消費と
温室効果ガス排出量

出所：”State Salmon Aquaculture Technologies”, 
Gardner Pinfold Consultants, 2019

 地域社会からの賛同
 国際社会からの賛同
 消費者からの賛同

 収益性
 資本コスト
 事業運営コスト
 財務リスク

 サプライチェーン
 雇用と社会経済
 拡張性

https://waves-vagues.dfo-mpo.gc.ca/Library/40864492.pdf
https://www.dfo-mpo.gc.ca/aquaculture/publications/ssat-ets-eng.html
http://nordlaks.no/Havfarmene
https://www.salmar.no/en/offshore-fish-farming-a-new-era/


既存の規制の枠組み制定以来のONP事業環境
の変化（スコットランド環境保護庁の認識）
 農場の平均サイズが増加
 養殖地が非常に保護された分散性のない初期の場
所から、養殖適地とされる場所が分散

 海洋廃棄物のライフサイクルのモデル化を含む科
学的理解の大幅な改善

スコットランドが目指すOPN産業の将来像
 環境の保護がその成功の基本：そのすべての計画

と運営において何よりも重要
 世界をリードする革新者となる：食料生産と供給

の環境フットプリントを最小化する方法において
 グローバルな食料安全保障の達成への貢献：環境

の隣接するユーザーや、そのセクターが活動する
コミュニティーとの間に強い前向きな関係を持ち、
活動が全国的に評価される

管理活動規制ライセンス（CAR License: 
Controlled Activities Regulations License）
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“スコットランドの水環境に影響を与える可能
性のある活動を行う場合は、規制を順守し、
必要に応じて、承認を受ける。”
Controlled Activities Regulations 2005 (CAR)
目的：一般拘束規制（GBR：General Binding Rule）と
して、特定の低リスク活動を法的に管理
主務官庁：スコットランド環境保護庁（SEPA）
 登録：水環境に累積的にリスクをもたらす低リ

スク活動
 ライセンス：サイト固有の制御が必要な場合、

特にアクティビティに制約を課す場合
特徴：
 汚染防止法に類似しているが、SEPAはより広範

な分野に対する規制を柔軟に運用できる
 SEPAは必要に応じて登録／ライセンスのいず

れを要件とするかを決定することができる
 認可：（種々の条項があるが）「効率的で持続

的な水の利用を確保するための『必要な手順』
を評価する

欧州水枠組み指令（Water Framework Directive）
制定：2000年10月23日（2000/60/EC）
施行：2000年12月22日
実施：2003年12月22日
（Directive 2008/32 / ECによって改正）
目的：EU内のすべての地下水と地表水（河川、湖、移
行期の水域、沿岸水域）を「良好な状態」にする
ために地表水の生態学的および化学的状態を次の
基準に従って評価
 生物学的品質（魚、底生無脊椎動物、水生植物相）
 河岸構造、河川の連続性、河床の基質などの水文形
態学的品質

 温度、酸素化、栄養条件などの物理化学的品質
 河川流域固有の汚染物質の環境品質基準を指す化
学的品質。

特徴：
 共通の目標に到達するためのステップを規定（単

なる限界値の規定ではない）
 河川流域地区（行政や政治の境界ではなく、自然

の地理的および水文学的単位として）の導入

EU指令の各国法制化の一環 “現状維持は選択肢ではない”

https://www.sepa.org.uk/regulations/water/aquaculture/


デジタル化で変わる各国の法規制のあり方
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嚆矢となったRoHS/REACH
RoHS（Restriction of Hazardous 
Substances, 2006）：電子・電気機器
における特定有害物質の使用制限に
ついての欧州連合(EU)による指令
REACH（Registration, Evaluation, 
Authorization and Restriction of 
Chemicals, 2006）：健康や環境の
保護のために化学物質を管理する欧州
議会及び欧州理事会規則
特徴：「データ無ければ市場無し」
 REACHが求めている化学安全に

関わる情報の透明性と説明責任
のために必要な多種多様なツー
ル(ITツールも含む)が当局負担
によって、無償で広く一般に公開

 既存の化学物質についても改め
て新規物質と同等のデータを段
階的に登録を求める

 新規物質参入の機会を増大

19世紀的な制限値規定の限界
原則：「法の支配」「行政の羈束行為」
を維持
要件：より実効性のある事業の許認
可・製品の取引の規制と迅速な行政
手続きの実現

課題：
 申請だけで判断する「入り口規制」

の限界
 利害関係者の多様化（＝関係省庁

の多様化・複雑化）
 （定期的な監査など）行政による

遵法実態把握の限界
 不確実性の高い社会での「完全

な基準」の設定の難しさ

デジタルガバメントの必要性

日本個人情報保護法
 規制対象；個人を直
接特定できる情報

 罰則：6ヶ月以下の
懲役または30万円以
下の罰金

 情報主体はデータ処
理・利用の停止を主
張できない

システムを受け容れるかどうか
2019年ノルウェー・トロントハイ
ムで開催されたAqua Norでの水産
当局者のコメント

“我々が求めるのは、基準を満たす
かどうかではなく、システムを受け
容れるかどうかなのです”

規制のゴール
 イノベーションを促進
 国際競争力の増進
 市場のニーズに即応した
行政サービス

 エビデンスベースの行政
（競争力を生み出すのは規制緩和だけではない）

欧州GDPR

 規制対象：技術的に
個人の特定につなが
る可能性があるデー
タの処理と移転

 罰則：年間売上の4%
 CDOの設置、情報主
体からの合意、流出
の場合の報告などの
プロセス



開発ライセンス
事業者が養殖地を政府に提案
 1 ライセンス780トンまで養殖可能
事業者が政府にライセンス費用を支払う
ライセンス費用は定額（1000万NOK ≒約

1,4億JPY）

ノルウェー政府による養殖技術開発へのインセンティブ
政府補助金を一切使わず、巨額の民間投資で行われる次世代養殖技術の開発
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出典：”ノルウェーにおける最先端養殖技術”,元（国研）水産研究・教育機構 中央水産研究所, 金子貴臣, 2020 より抜粋してマリンスフィア図式化

次世代養殖技術開発ライセンス公募
 2016 年～ 2017 年
 104件の応募（11プロジェクトが認可）
主務官庁：ノルウェー漁業局
重要要件：「極めて革新的であること」
「実現性」「安全性」「環境負荷」など

「提案した研究開発を、提出した計画に
基づいて実施する」という契約

商業ライセンス
事業者が養殖地を政府に提案
 1 ライセンス780トンまで養殖可能
事業者が政府にライセンス費用を支払う
ライセンス費用はオークション（約1億
～2億NOK ≒15億～30億JPY）

転売可能

商業ライセンスへの転換
要件：
「提案した研究開発を、提出した計画に基
づいて実施する」という契約の履行
※「技術開発がうまくいったかどうか」ではない

ノルウェー漁業局

民間投資
主契約者はノルウェーの養殖事業者
あらゆる産業の参画：サーモン養殖業
者、水産業、エンジニアリング、養殖
設備業者、ソフトウェア会社など

研究機関の参画：SINTEFなど
構成企業は多国籍：ノルウェー、ドイ
ツ、中国など

https://www.suisan-shinkou.or.jp/promotion/pdf/SuisanShinkou_620.pdf


’14以降の主な大手養殖事業者によるスモルト
生産事業の買収・大型設備投資

年月 状況 買収元 買収先 投資額 対象事業
Jun-19 Done Norway Royal Salmon / 

Greig Seafood (50:50) Norway Nord Norsk Smolt Norway 非公開 スモルト生産者（800-2000MTの生産量）

Dec-18 Done Scottish Salmon 
Company（SSC） Scotland - - 500万ポンド スモルト生産への投資（最大4000MTの生産

量）

Jul-18 Done Marine Harvest Norway Northern Harvest Sea 
Farms Canada 2億4800万ドル サーモン養殖業者（スモルトを含む）

Oct-17 Done Russian Aquaculture Russia Olden Oppdrettsanlegg Norway 非公開 スモルト生産者（最大200万匹）

Aug-17 Done Scottish Salmon 
Company（SSC） Scotland Sunbeam Aquaculture 60万ポンド スモルト生産者（生産量不明）

Aug-17 Plan Greig Seafood Norway - - 2200万ドル スモルト生産への投資（最大800MTの生産
量）

Aug-17 Plan Fjordlaks（ヨコレイ） 日本 - - 2500万ドル スモルト生産への投資（設備近代化 - AKVA 
Group）

Aug-17 Plan Bakkafrost Faroese 
Island - - 3億4800万ドル 孵化場への投資（2016-2020)

Jul-17 Done Russian Aquaculture Russia Villa Smolt Norway 非公開 スモルト生産者（最大500万匹）

Sep-14 Done Marine Harvest Norway Acuinova Chile Chile 1億2000万ドル 孵化場、スモルト施設、一次および二次加工施
設、36の海ライセンスを含む

Copyright © 2019 Marine Sphere Co., Ltd.  All Rights Reserved. Page 10

海での生産時間の短縮と生物学的リスクの低減



欧米の陸上養殖設備の特徴
…マリンスフィアの観点から

項目 特徴
1. 淡水・循環型
※日本では多くの場合かけ流し

AKVA社社によって2019年1月に発表された最新のRASシステムはシステム
内のすべての水を完全に交換するのに40日を要し、システム全体の水量の
0.1パーセントだけが1時間あたりシステムに追加されるとする

2. 低電力消費 寒冷地に立地するために、水の冷却に要する電力消費が日本と比べて大き
く抑えられている

3. 大規模 ノルウェーのイェルメランドにある大規模なスモルトの生産施設である
Tytlandsvik Aquaでは、総タンク容量は15,000 立方メートルを超える

4. 高密度養殖 1立方メートルあたり240kgの魚を飼育（ヴェオリアRAS2020の例）など

5. 高い循環・水交換率 1日20～30パーセントのものもあり、設備スペックとして30分ですべての
水を入れ替えることを可能にするものもある

6. 高設備費・ランニングコスト
※本体に匹敵する容量を持つ浄化設備

数十億円規模。浮遊固形物除去は無論、厳しい環境基準をクリアするため
の窒素、リン酸塩の除去、高密度養殖を実現するためのCOD/BODを確保す
るための酸素供給装置などを備え、設備費・ランニングコストが高い（こ
のため、中国では当初欧州の陸上養殖設備を導入したが、後に国産に切り
替えた）

7. 幼仔魚生産に特化 成魚までの養殖では採算がとりにくい

8. 遠隔監視とデジタル化 システムのパフォーマンスをリアルタイムに生産者とメーカーがリアルタ
イムに共有し、当局へのレポートも自動生成されるなど徹底した省人化
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ヴェオリアRAS2020

参考：” Innovations in RAS technology”, Hatchery International, 最終アクセス2020年8月16日

AKVA社のRASシステム

https://www.hatcheryinternational.com/innovation-leading-new-wave-of-ras-technology-3355/


陸上閉鎖型養殖（RAS）が克服すべき三つの困難
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世界経済フォーラムはここ数年、水
不足問題を気候変動やテロリズムと
並ぶ世界3大問題と捉えている。
陸上養殖の立地は水資源へのアクセ
ス可能性によって制限される。

ONP システムのコスト要素 コスト (US$)
ライセンス 23,571,429
フローティングリング 1,834,286
網 857,143
係留システム 342,857
船舶 1,285,714
給餌バージ 1,371,429
カメラシステム 214,286
給餌システム 34,114
電源システム 188,571
合計 29,699,829

LBCC-RASシステムのコスト要
素 コスト (US$)

RAS システム 26,640,557
排水処理 3,487,500
給水システム 675,000
加工システム 2,112,030
建物 9,426,413
エンジニアリング 5,080,980
建設管理 1,058,538
社債・公債 254,049
コンティンジェンシー (10%) 4,848,102
合計 53,583,169

SCIENCE JOURNALS

環境規制に伴う設備費用の増大安全な水の不足 エネルギーコスト

ある陸上閉鎖型養殖運営モデルでは電
力の事業運営費に対するコストインパ
クトは6%にしか過ぎないが、状況は
産業用電力料金によって一変する。

※3,300MTの有頭サーモン養殖を行った場合のモデル
出所：”Aquacultural Engineering”, Yajie Liu他 2016 

出所：”世界の水不足は、予想されていた以上に深刻だった”, HUFFPOST 2016 

https://www.journals.elsevier.com/aquacultural-engineering
https://www.huffingtonpost.jp/2016/05/08/water-scarcity-study_n_9835408.html


環境性能で国際競争力を狙うレロイ社
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出所：Q1 2020 Presentation, LERØY

“世界で最も効率的で持続可能なバリューチェーン”
を標榜するレロイ社は生産量の低下にも関わらず、
税引前利益は順当に成長している。

効率的なバリューチェーンは、気候、社会的持続可能
性、そしてもちろん、財務的持続可能性の観点からも
持続可能なバリューチェーンである。

Henning Beltestad氏, LerøySeafood Group CEO

“

“

主要な施策：
QRコード追跡
ショップのパッケージにあるQRコードでお客様に拡張トレーサビリティを提供

ほとんどすべての水を再利用
スモルト生産用のリサイクルプラントは、淡水とエネルギー消費の両方を大幅に削減

リモート監視給餌
最適な給餌、少ない飼料ロス、資源浪費の削減を確実にするセンシングとモニタリング

産地加工処理の増加
魚全体ではなくフィレ状態での輸送は、輸送量を削減し、全体としての廃棄量も低減。

 3Dスキャンとウォータージェット
魚を3Dでスキャンして、品質を確立し、魚に切り身をつけるための最良の方法を示す食品加工

持続可能な成長
自然環境への影響を最小限にするために産地加工を原則に

出所：LERØY社ホームページ

https://www.leroyseafood.com/globalassets/02-documents/rapporter/presentasjoner/q1-2020-presentation2.pdf
https://www.leroyseafood.com/en/investor/reports-and-webcast/annual-report-2019/value-creation-for-the-future/


水産業の副産物+酒造業でプラスチック使用量を低減
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生分解性抗菌パッケージ開発プロジェクト
 主契約者： CuanTec Limited（スコットランド／ケ

ミカルベンチャー）
 技術提携：スコットランド海洋科学協会（SAMS/ス

コットランド）、 Kilkeel Seafoods（北アイルラン
ド／多⽬的パッケージング企業）

 資金提供：EU INTERREG VA

「世界初」の⽣物学的キチン抽出
 手長エビの食品加工廃棄物を発酵させる⽣物学的生産
 環境に敏感
 高いコスト効率
 低エネルギーによる生産
 従来のプロセスよりも化学物質の使用が95％少ない

生分解性抗菌パッケージへの応用
 完全に堆肥化可能：マイクロプラスチックを生み出

すだけのバイオプラスチックとは異なる
 ⾃然⾷品保存特性：標準のPET / PEラミネートパッ

ケージに重ねることにより、サケの賞味期限を40％
延長

 製品ステージ：プロトタイプ（今後量産化）
出所：”Turning food waste into plastic-free packaging: International project upcycles 
shellfish to tackle plastic pollution”, Food navigator.com, 最終アクセス：2020年8月16日

https://www.foodnavigator.com/Article/2020/01/03/CuanTec-leads-project-upcycling-shellfish-to-tackle-plastic-pollution?utm_source=copyright&utm_medium=OnSite&utm_campaign=copyright
https://en.wikipedia.org/wiki/Chitin
https://www.foodnavigator.com/Article/2020/01/03/CuanTec-leads-project-upcycling-shellfish-to-tackle-plastic-pollution?utm_source=copyright&utm_medium=OnSite&utm_campaign=copyright


水産・養殖関連企業の企業ビジョンの微妙な違い
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マルハニチログループは、
 地球環境に配慮し、世界の『食』に貢献する21世紀のエクセレントカンパニーを目

指します。
 お客様の立場に立ち、お客様にご満足いただける価値創造企業を目指します。
 持続可能な『食』の資源調達力と技術開発力を高め、グローバルに成長を続ける企

業を目指します。

グループビジョン

 水産物をはじめとした資源からグローバルバリューネットワークを構築する
 研究開発とマーケティングを重視し、生活者視点に立った価値と機能の創造を目指す
 起業家の志を持って、様々なイノベーションに取り組む
 地球や海の資源を持続的に有効活用し、環境を大切にする
 企業として社会的責任を果たしブランド価値を向上します

経営の基本方針

人間尊重を経営の基本に、健康で心豊かな生活と食文化に貢献し、社会とともに成長す
ることを目指します。

経営理念

プレミアム持続可能なサーモン
Mowiでは、海と協力して、栄養価が高く、美味しく、最高品質のシーフードを製造し
ています。私たちは、養殖大西洋サケに対する世界的な需要の5分の1を満たし、常に
革新と持続可能性の最高水準を達成したいという願望によって推進されています。

STRATEGY & VISION：”サーモンへの情熱”
SalMarの事業運営には、2つの明確に定義された戦略的目標があり、それが当社の戦
略的基盤を支えています。
 養殖側では、最高の操業効率を実現することにより、低コストで魚を生産します。
 販売・加工面では、サケの適正価格を目指し、収量の最適化を図ります。

サステナビリティー＝安定供給 サステナビリティー＝環境保護

「環境保護無くして安定供給無し」という前提



SDGsは儲かる：環境性能を中心とした新しい
競争力のデザイン
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1. 高いFCR（投資効率）
特にノルウェーでは、海面養殖を行う際に1サイトあたり日
本円で10億円にもおよぶライセンスを当局から入札・購入
しなければならない。そのために十分な投資効率が必要で、
事業運営費の65-70%強を占める餌代は圧縮しなければなら
ない。このために、飼育環境や餌の工夫も必要だが、FCR
（畜肥率）の低いもの／養殖期間が長いもの（例えば日本で
養殖しているマグロやクエ、チョウザメなど）は生産対象と
ならない。

2. 魚の生存率（投資効率）
天然魚では卵から孵化した海産魚の仔稚魚が成魚になるまで
育つ確率は、0.01-0.1%。それが自然というもの。捕食され
ず、技術が確立されたとされるマダイの養殖ですら40%ほど
の稚魚はストレスによる共食いや病気・寄生虫などで生き残
れない。養殖対象となる魚は、こうしたものへの耐性が求め
られる。

3. 食品安全性
米国畜産業が1980年代に大々的にしかけた水産業に対する
ネガティブキャンペーンは今日でも消費者心理に深い傷を残
す。FDAの認可にも関わらず、事業効率を向上させるための
成長ホルモンを増強した遺伝子組み換えばかりでなく、ワク
チン投与や寄生虫や皮膚病の予防のための薬品洗浄、餌に混
入させたビタミンや成長補助剤までもが批判の対象とされた。

4. 環境適合性
特に海面養殖にあっては、魚の食べ残しや糞が海底に蓄積す
る底質汚染や生簀の網が破れて内部の魚が逃げ出すことによ
る周辺海域の生態系の破壊、魚への酸素供給量を妨げる藻の
付着を防ぐために使用する銅合金製の網が放出する銅イオン
による植生の破壊などの懸念も多い。今日養殖サイトの設置
の許認可は漁業関係当局ばかりでなく、環境関係当局も参加
し、認可取得までの期間は長期化している。

5. 労働環境と効率
海外の養殖設備が大規模化、集約化される背景には労働生産
性の問題がある。労働市場から遠く離れた場所で24/7の設
備稼働させるために、適切な労働環境でオペレーターを常駐
させるとして少なくとも2名x3交代の6名の常駐（およびそ
の居住施設）が必要だとすれば、それに見合う設備規模と収
益が必要となる。無論、設備・機器の信頼性と可用性、メン
テナンス性も欠かせない。

6. 海のデジタル化
海上との通信は長らく市場が寡占されており、通信サービス
価格も高止まりしてきたが、帯域はまだ小さいが確実かつ急
速にコモディティー化に進んでいる。海上のデバイスが通信
によって陸上のクラウドサービスとつながりさえすれば、
「舶用」として高価で時代遅れなサービスにマリンエンジニ
アリングが囚われたままになる必要もない。

Digital Frontier

Safety Food

Sustainable

Efficiency % Survive

Safety Operation



SDGsは儲かる：環境性能を中心とした新しい
競争力のデザイン
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1. 高いFCR（投資効率） 2. 魚の生存率（投資効率） 3. 食品安全性

4. 環境適合性 5. 労働環境と効率 6. 海のデジタル化

Digital Frontier

Safety Food

Sustainable

Efficiency % Survive

Safety Operation

競争領域

競争領域 協調領域

国際基準をクリアするのは無論、さらに世
界市場の消費者と流通の賛同を獲得する

多様な魚類養殖の技術を活かし、新たなビジ
ネスモデルで設備費用のTOCを低減させる

石油化学や醸造業などの他産業でのプラク
ティスを活かして制御技術と飼料を開発

労働・消費市場へのアクセス性を活かして
国際的にも他産業との比較の上でも優位に

環境性能を国際標準に照らして定量化され
たものとしてアピールする

国際的なデータの交換、プラクティスの移転
を生み出すデジタル化は独自技術ではダメ



水揚／漁獲高 2018

ティラピアなど
のシクリッド類

スケトウダラ アトランティック
サーモン

パンガシウス タイセイヨウダラ スズキ & ブリーム
（鯛も含む）

海面養殖トラウト キンザケ

百
万
ト
ン
生
体
重

天然漁獲養殖

ティラピア
 シクリッド類の一種
 浅瀬、池、川、湖に生息する淡水魚
 米国で4番目に消費されている魚
 低価格（マダイの半額程度）、簡単調理、

味がやさしい
 昭和天皇がタイランド前国王に養殖を提案。

以降タイランドの重要産業に。
 養殖期間は1年から1年4か月。FCR 1.6
 産地：中国、インドネシア、エジプトなど

パンガシウス
 ナマズ目パンガシウス科
 汽水から淡水にかけて生息
 近年ベトナム産が世界市場で急速に普及
 低価格、簡単調理、味がやさしい
 のり弁やスーパーの「白身魚」の正体
 病気と低溶存酸素量に対する耐性
 養殖期間は6-8か月。FCR 2.28（飼料が大

麦の場合はFCR 2.4-2.5 ）
 産地：ベトナム、インド、タイランドなど

WHAT’S NEXT？

国際市場におけるサーモンの競合
海面養殖が寄生虫や病気、環境汚染への対応コストに苦慮する一方、近年淡水魚養殖の成長が著しい
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出所：Salmon Farming Industry Handbook, Mowi, 2020からマリンスフィアが邦訳

https://mowi.com/it/wp-content/uploads/sites/16/2020/06/Mowi-Salmon-Farming-Industry-Handbook-2020.pdf


まとめ…The Great Reset
サーモン養殖先進国は寡占化に向かうが、それだけが解なのか？
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今日の社会のしくみのほとんどが19世
紀ドイツに端を発している
写真：オットー・ビスマルク（Wikipediaより）

世界経済フォーラムが提唱するCOVID-19：グレートリセットの4つの構成要素

The Great Resetは実に多様な分野に
影響を及ぼす
出所：World Economic Forum

1. 考え方を変える……………..現在の見通しは根本的に間違った仮定に基づいているかもしれない
 寡占化の要因１：
養殖適地が限られているため（日本には無い）ライ
センス費用が高騰し、小資本が参入できない

 低密度・分散生産による環境インパクトの低減
施策：（デジタル化した）エビデンスベースの行政と養殖オペレーション／環境インパクト
の行政・地域社会との共有

2. 新しいメトリックを作成する………………………………….重要なものを測定するとすべてが変わる
 寡占化の要因２：
環境規制の強化によって対応に多額の投資が必要

 利益を生み出さない／利益率が低い事業のシェアドサービス化
 日本ブランドの環境性能の底上げ
※環境性能・食品安全性は企業に対してよりもむしろ、産地において問われるケースが多い
施策１：国際標準を凌駕する明確な基準の設定
施策２：環境計測のシェアドサービス化／低廉化と日常化
施策３：廃棄物・副産物処理事業、および海洋環境浄化事業のシェアドサービス化
施策４：リサイクル率の向上／環境性能の高い製品を導入するためのインセンティブ

3. 新しいインセンティブを設計する…………………………………………………….支払うものを手に入れる
 寡占化の要因３：多額の研究開発費が必要  産官学で構成する漁業・水産研究のネットワーク化・オープン化＆クラ

ウドファンディング
施策：パラメトリックアクアカルチャ＝環境と養殖オペレーション／パフォーマンスのデー
タの蓄積と分析

3. 真のつながりを築く………………....ソーシャルディスタンスでも我々は分断されてはならない
 寡占化の要因４：飼料生産・スモルト生産・養

殖・水産加工・流通までの広範なバリュー
チェーンの一体化が経営効率化のために不可欠

 バリューチェーンの連携強化
施策１：流通要件の見直し
施策２：スモルト生産などの投資効率の低い事業をシェアドサービス化
施策３：バリューチェーンの全域をカバーするデジタル化されたトレーサビリティー

The Great Reset

https://www.weforum.org/agenda/2020/08/building-blocks-of-the-great-reset/
https://intelligence.weforum.org/topics/a1G0X000006OLciUAG?tab=publications
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